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計

内容

「乳児保育」

「3歳未満児保育」

「3歳以上児保育」

「教育保育の配慮事項」

年度　　幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価

２年続けての「幼保連携型認定こども園教育保育要領解説」に基づいた振り返り、そして数値化することができた。昨年度と比

較した課題点、改善点もよく見え、たちばなこども園の目指す教育保育を再認識し、職員間で共有することができた。園児一人

一人の人権を守り、園児にとって最善の教育保育を提供する、そのために、職員が愛情深く園児と関わることを大切にしてい

る。「生涯にわたる人間形成の基礎を培う時期」であることを肝に命じ、園の生活・活動１つ１つの意味を考え、見直すことを

続けていきたい。

基本的な動作もできるようになり、園生活のリズムも安定してくる時期である。「できる」ことを褒め、「やってみたい」こと

を大切にして、園児が遊びを通して様々な経験が環境をと整えていきたい。また、友達と遊ぶことで仲間の中の１人という意識も

芽生えてくる。友達との活動が楽しめるよう、またその中で起こる行き違いなど、保育教諭との信頼関係の中で経験させていき

たい。一人一人が安心して思いを表現できるよう環境を整え、仲間と育ちあう教育保育を継続していく。

園児の成育歴の違いに留意しながら、担任の保育教諭のみならず、栄養士、看護師、管理職と連携をとり、それぞれの専門性を

生かした保育ができている。また、園内での検温や健康観察を通して園児の体調の変化を把握し、保護者と連携をとりながら、

個に応じた支援をしている。

在園中、園児の命を預かるという姿勢でいる。その意識を全職員でもち、専門性を高め、生かしながら、園児個々に応じた関わ

りや支援をしている。栄養士指導の「食育」、災害時に備えた「避難訓練」、看護師による園児の健康と情緒維持のための「衛

生管理」についても、こまめな見直しと向上に努めている。

「子どもの最善の利益」を最優先とし、保護者の養育力向上に寄与できるよう活動を行っている。保護者同士の関わり、地域の

子育て家庭の支援、地域の子どもの成長をの支えになるよう、地域の子育て機関と連携しながら活動を広げていきたい。

職員の「質の向上」が園の保育の向上と捉えており、職員のそれぞれの専門や課題に応じた研修受講の機会をもっている。ま

た、変わりゆく価値や時代に応じて知識や技術を習得していきたい。また、施設長の責任において、職員が心身共に健康で業務

に当たれるよう、職場環境を常に見直していきたい。

乳児期は、視覚、聴覚や座る、はう、歩くなどの運動機能が著しく発達することをよく理解し、保育環境を工夫するとともに、1

人ひとりの生活リズムに合わせた援助を行っている。愛情深く応答的な関わりを心掛け、生理的心理的欲求も満たせるようにす

るなかで、園児は心身ともに健やかに成長している。今後も発達や体調、家庭での育ちに応じた柔軟な環境づくりを行っていき

たい。

運動機能が更に発達し、指先も器用になり、自分でできることや、自分の意志や欲求も言葉で表現できるようになる時期のた

め、園児の安定した生活の確立とともに、自分でしようとする気持ちを受け止めながら温かく見守り、愛情深く応答的に関わっ

ている。また、やりたい気持ちや動きも大きくなるため、ケガのないよう、保育環境も園児の動線によって十分に配慮してい

る。
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